
かながわ乳がん検診向上モデル構築事業

一般社団法人　乳がん予防医学推進協会
協働：神奈川県　健康医療局



現役の放射線技師や臨床検査技師、医師、そして乳がんのサバイバー等で構成されたピンクリボン啓発団体です。 私たちは

医療従事者として、子育て世代の女性や多くの女性が乳がんに罹患し、情報収集に迷い、検診もままならず、 適切な治療に至

らないという方々を沢山見てきました。

そのたびに「医療者としてなにかできないか」と思い、2020年に協会を設立しました。
まだまだ乳がんに対しての認知度の低さと検診での早期発見の意義への理解度が低い中、いろいろな方法で啓発の アプ

ローチをしていきたいと思っています。

一般社団法人乳がん予防医学推進協会

主な活動

【乳がん検診啓発事業】

● ワンコイン乳がん検診

● 企業,他団体,一般女性に向けての講習会

● ラジオ啓発（マリンFM毎週火曜）

● 子供の遊び場で無料エコー体験会（委託事業）

【がん教育の推進として】

● 絵画コンクールの実施

【慈善事業として】

● 乳がんシングルマザーへの助成金



令和4年度　神奈川県医療局との協働事業として始動しました
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⇒現状、乳がん検診受診率は国の目標値に届かず、死亡率も低下していない
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受診環境が整わないと
受診に至らない

認知されなければ
受診に至らない

必要なのは、検診受診環境整備、がん教育、啓発活動

この企画の発端のきっかけ



神奈川県→広報

乳がん予防医学推進協会→実施検証

各地医療機関

各市町村

がん対策担当課

議員の皆様

市町村医師会

乳がん検診受診率目標値50％の実現
自治体、当団体、医師会、他団体や企業が垣根を越えて協働しないと実現不可能

マ
ス
で
動
く

他団体→協働

県民にとって
受診しやすい受診環境の整備
検診契機につながる啓発の実施

委託 乳がん検診実情の把握

協働

かながわ乳がん検診向上モデル構築事業の協働概念



当法人

医療機関

市町村担当課

乳がん検診の実施

・乳がん検診へ行こう

絵画コンクール

・ブレストアウェアネス

教育の実践

がん教育・啓発

受診者

神奈川県健康医療局

当法人

他団体

広報・協働の呼びかけ

かながわ乳がん検診受診率向上モデルが有効であった場合に期待できる効果

子供たちへのがん教育の一環

子供からの啓発が受診契機に

受診環境の整備協力

乳がん検診受診率向上

乳がん検診受診勧奨・啓発



サンデー乳がん検診（仮称）概要
【概要】
・県内の対策型乳がん検診実施医療機関主体で、日曜、祝日に医療機関施設内または、マンモグラフィバスでの乳がん検診を
　ショッピングモール、大型スーパー店舗等で行う。
・令和4年9月〜令和5年3月までの期間で計9回実施する。9回分をこの事業に賛同する医療機関で分担する。
・必要な教育、研修を受講した診療放射線技師による撮影。
・乳がん啓発無料講座を開催する。講師は乳腺外科医、医療従事者、ブレストアウェアネス教育を受講し一定の研鑽を積んだ

　有認定資格者（ピンクリボンアドバイザー、ブレストケアコンシェルジュ、乳がん啓発運動指導士）などの専門家で担う（オンライン開催含む）。

ブレストアウェアネス

講習会

マンモグラフィ検査
・リーフレット配布による啓発

（一般社団法人 BC Tubes作成）

・アンケート

視触診
（市町村ごとの実施要項に従う）



こんなこと聞いていいの？－受診者さんは聞きたいけど聞きづらさを感じている－

● 検診に行っても、医師やスタッフに質問するのは気が引ける。

● 聞きたいことがあって聞いても、「答えてくれる人」がいない。

● ピンクリボンセミナーなどに参加した後にどのように意識していいのかわからない

一般の方が気軽に「乳がん検診」や「乳がん」のことを聞ける場や機会が少なすぎる現状

キャッチボールができる啓発活動を目指す



正しい知識を伝えるブレストアウェアネス教育の実践 

医師、診療放射線技師をはじめとした医療従事者やブレストアウェアネスを広く浸透させるために「知識」並びに「実技」講習を受講し合格した
有認定資格者による知識啓発の実践



受診者アンケートより　知識と技術を持った啓発者による啓発の効果

• ネットやYou tubeなどを見て（セルフケアを）やっていても半信半疑でやっていたので、わかりやすく教えてもらえてよ
かったです。

• 自分の胸を触ることって言われてみれば本当にないなと思いました。ストレッチのようで気持ちがよかったので今日から
やります。

• 良性と悪性の違いをしっかり理解できたのでよかった。

• 沢山質問させてもらったのですが、とても親身になって教えてくれて勉強になりました。

• 実際のやり化を知れたのでよかった。

• これからお風呂の中でマッサージしながらセルフチェックしようと思います。

• セルフケアの仕方や体操の仕方などわかりやすく、習慣化しようと思います。

• 特別難しいこともなく、普段から自分の胸を気にしたいと思う。

• 説明がわかりやすくよかったです。また乳がん検診についての情報もいただき参考になりました。

• 一概に、しこりといっても、文章だけではどんなものかわからなかったですが、実際に触ってみてイメージできたのと簡単
なセルフケアを教えていただけたので早速習慣化できたらと思います

一般社団法人　シュフレ協会「ママの検診応援プロジェクト　受診者満足度アンケートより一部抜粋」
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一日診療所開設

医療機関✕協会

広報

神奈川県✕協会 3 予約・問診受付（WEB）
協会

ブレストアウェアネス教育 （当日
またはオンライン）

協会

予約情報の共有

医療機関✕協会

当日の撮影業務

協会

結果

医療機関

後日読影

医療機関

【各役割】

・全⾃的なバックアップ

・対象者の確認

・検診費のお⾃払い

・事務⾃続き

・読影、結果

・⾃次検診の請負

・広告の補助

・各⾃治体への後援要請

・事業の実施にあたる業務全般

医療機関
市医師会 乳がん予防  

医学推進

協会

神奈川県  
がん疾病

対策課市担当課



マンモグラフィ撮影技術と画像の標準化による検診精度向上のために 

マンモグラフィトレーニングスクールHPより転載がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針 （令和３年１０月１日一部改正）より一部抜粋

【診療放射線技師教育・研修担当】
元日本乳がん検診精度管理中央機構

マンモグラフィ部門技術委員
新井敏子　技師



正しい知識を伝える人材育成への取り組み

座学講習後の試験による合格率は約 70％
（80点以上で合格）

幅広い年代で啓発者育成

ブレストアウェアネス教育に力を入れた講義内容

70％以上が啓発活動を希望

【ﾌﾞﾚｳﾄｱｳｪｱﾈｽ教育講師担当】
日本乳癌検診学会　評議員

日本放射線技術学会　学会事業評価委員
新井敏子　技師



読影レポート用紙と受診者への結果通知書　



かながわ乳がん検診受診率向上モデル座間市概念図

当法人
座間市

協力：イオン座間
協力医療機関：未定
日曜バス乳がん検診

乳がん検診へ行こう絵画コンクール

・座間市内小中学校への参加呼びかけ
・座間市健康づくり課長賞
・座間市、綾瀬市医師会長賞
・イオン座間賞　　　　

座間市内の応募作品はイオンまたは座間市役所内で飾っ
てほしい

がん教育からのアプローチ ブレストアウェアネス教育での啓発

乳がん受診勧奨と啓発、教育でのアプローチ

検診受診環境整備

　受診環境整備

・4月中旬〜各小中高等学校へお知らせ
・6月〜9月絵画募集
・12月　授賞式
・1月〜3月受賞か応募作品の絵画展示

・12月〜受診者募集
・ネット予約開始
・イオン座間様広報開始
・座間市役所様広報開始
・当法人HP・SNS広報開始

・5月〜7月
ブレストケアコンシェルジュ育成
・未定〜
ブレストアウェアネスセミナー
（ブレストアウェアネスフィットネス全４回：アンケート

有）



かながわ乳がん検診受診率向上モデル平塚市概念図

当法人
平塚市

協力：未定
協力医療機関：未定
日曜バス乳がん検診

乳がん検診へ行こう絵画コンクール

・平塚市内小中学校への参加呼びかけ
・平塚市健康課長賞
・平塚市医師会長賞
　　　

座間市内の応募作品はベルマーレ平塚HPまたは平塚市役
所内で掲載、飾っていただくことを希望

がん教育からのアプローチ

誰でも参加可能なブレストアウェアネス教育

・検診会場での啓発、ブレストアウェアネス
　講座の開催

・ブレストアウェアネス教育指導者の育成
　→個人や団体によるブレストアウェアネス教育の実践に

　　よる波及効果の期待

ブレストアウェアネス教育での啓発

乳がん受診勧奨と啓発、教育でのアプローチ

検診受診環境整備

　受診環境整備

・4月中旬〜各小中高等学校へお知らせ
・6月〜9月絵画募集
・12月　授賞式
・1月〜3月受賞か応募作品の絵画展示

・未定月〜受診者募集
・ネット予約開始
・平塚市役所様広報開始
・当法人HP・SNS広報開始

・6月レモンガススタジアムにおいて
「サッカーの試合のついでに乳がん検診・啓発 」
イベントを実施。（任意型検診）

・10月ららぽーと平塚において
「ショッピングのついでに乳がん検診・啓発」
イベントを実施予定（対策型検診）



かながわ乳がん検診受診率向上モデル横浜市概念図

当法人
横浜市

協力医療機関：未定
日曜施設内乳がん検診

乳がん検診へ行こう
絵画コンクール

・横浜市内小中高等学校への参
加呼びかけ
・横浜市市健康福祉局共催
・横浜市医師会後援
・ピンクリボンかながわ後援
・医療機関への参加呼びかけ　　　　

がん教育からのアプローチ

誰でも参加可能な
ブレストケア教育

・オンラインフィットネス
×

　ブレストケアフィットネス

・市内医療機関の乳腺外科医による
ピンクリボンイベント
・ピンクリボンかながわとの協働など

ブレストアウェアネス教育での啓発

乳がん受診勧奨と啓発、教育でのアプローチ

検診受診環境整備

　受診環境整備

・4月中旬〜
各小中高等学校へお知らせ
・共催打診
・後援打診
・協賛募集
・6月〜9月絵画募集
・10月審査
・12月　展示会・授賞式

・5月〜7月
ブレストケアコンシェルジュ育成
・未定〜
ブレストアウェアネスセミナー
（ブレストアウェアネスフィットネス全４回

：アンケート有）

・4～6月　
医療機関選定のために医師会への協力打診
・7月上旬　日曜施設検診、バス検診の日時確定
・7月下旬～　広報と予約開始
・10月第1回　検診　施設ピンクリボン月間
・11月第2回　検診　施設
・2月第3回　検診　19（ピンクの日検診）
・3月第4回　検診　19（ピンクの日検診）

当法人
横浜市

協力：未定
協力医療機関：未定
日曜バス乳がん検診



協働の一例

乳腺専門医による子供たちへのがん教育の協働 乳がん検診を実施している医療機関と
絵画コンクール事業の協働

地元ラジオ局と
乳がん啓発を目的とした
ラジオ番組放送での協働



波及効果の一例

子育て世代向けのフリーマガジンで
乳がん検診特集が掲載されました。

絵画コンクールに参加した高校生たちによる
啓発漫画の自主製作。

インフルエンサーによる
イベントのライブ配信

https://hapihapi.com/?page_id=201


第一回目の様子2022年6月18日　ベルマーレ湘南VS　FC東京戦（レモンガススタジアム）



受診後アンケート結果一部抜粋





担当：丸山

この資料に関するお問い合わせは下記まで
一般社団法人乳がん予防医学推進協会✕神奈川県 かながわ乳がん検診向上構築モデル事務局  

電話（直通）  045-900-1296 MAIL:nyuganyobou@nyisk.jp

2022
新しい乳がん検診を届けたい

子連れだったり、仕事だったり、遠方だったりで、検診に来れない理由がある方々も理由は様々。

私たち医療者が受診環境を整備することで、だれでも気軽に受診ができる検診モデル構築を目指します。

たくさんの医療機関様に取り組んでいただくことで、県民の皆様にとって「受診しやすい乳がん検診」を
広めていきたいと考えております。ぜひ、ご協力をお願い致します。

mailto:nyuganyobou@nyisk.jp

